
住宅の品質確保の促進等に関する法律に基づく住宅性能表示制度の

実施状況について（平成２２年度確報値）

先月31日に、住宅性能評価の平成23年３月末時点の実績の速報値をお知らせしましたが、

この度、平成22年度第４四半期の受付、交付戸数の修正を行い確報値としましたので、お知

らせします。

平成22年度の着工戸数に対する設計住宅性能評価の交付戸数の割合は、23.6％（平成21年

度19.1％）となりました。

○ 年度毎の設計住宅性能評価交付戸数と着工戸数の比較

設計住宅性能評価交付戸数（Ａ） 着工戸数（Ｂ） 割合（Ａ／Ｂ）

平成13年度 ６１，６７１戸 １，１７３，１７０戸 ５．３％

平成14年度 ９３，６４５戸 １，１４５，５５３戸 ８．２％

平成15年度 １３７，２１４戸 １，１７３，６４９戸 １１．７％

平成16年度 １６３，２３８戸 １，１９３，０３８戸 １３．７％

平成17年度 １９５，２９４戸 １，２４９，３６６戸 １５．６％

平成18年度 ２５５，５０７戸 １，２８５，２４６戸 １９．９％

平成19年度 ２１７，４５０戸 １，０３５，５９８戸 ２１．０％

平成20年度 ２００，０９７戸 １，０３９，２１４戸 １９．３％

平成21年度 １４８，４５７戸 ７７５，２７７戸 １９．１％

平成22年度 １９３，５８１戸 ８１９，０２０戸 ２３．６％


